
国際交流基金助成事業報告書 

薬学部 4 年次生 前田詩奈 

1.はじめに 

この度、私は国際交流基金の助成を受けて、2023 年 3 月 6 日から 3 月 16 日ま

での間、 オーストラリアの North Coast TAFE Kingscliff 校における海外語

学研修に参加しました。英語力の向上、日本の医療システムとの違いを学び

ました。 

2.English class 

研修では、オーストラリアの文化について学び、そのことについてクラスメイ

トと語り合い、自分の意見を英語で伝えました。また毎日出される課題ではホ

ストファミリーにも手伝っていただきましたが、その過程での会話がお互

いを知る良い機会となりました。 

また簡単なゲームを通して、楽しく英語を学ぶこともできました。単語を出し

合い、その単語についてのゲームをすることで協力することの大切さを学びま

した。日本では自分から意見を言う機会は少ないですが、English class では意

見を言う機会が多くあったため、積極的に手を挙げて、躊躇せず人の前で意

見を言うことの大切さと協調性を学びました。 

 



3.Pharmacy class 

薬学に関する授業は TAFE での授業が 2 回、外部で 1 回ありました。 

TAFE ではオーストラリアの薬局の在り方、薬剤師に求められること、オース

トラリアの薬について学びました。また、日本は少し違った形で医療が提供さ

れていることを知りました。例えば、処方箋は QR コードで発行することがで

きたり、携帯電話からインターネットを通して薬を買うことができました。日

本では処方箋は紙媒体で発行されますが、オーストラリアでは環境問題も視野

に入れて紙媒体の使用を減らしていて、環境に対する意識が高い国であると感

じました。 

外部での授業では Griffith University School of Pharmacy の薬学部の見学に行

きました。そこではオーストラリアでの先端の機器を使って授業が行われてい

ることを知りました。教室の四方八方にスクリーンがあり、まるで薬局にいる

かのようにシミュレーションできる部屋がありました。スマートグラスのよう

なメガネをかけることで目の前にモニターが映り、分子構造を手で操作し立体

的に見えるようなシステムもあり、とても興味深かったです。 

4.その他の授業 

オーストラリアの先住民であるアボリジニの文化や生活を学びました。実際に

アボリジニの方たちにアボリジニ特有の言語を教えてもらい、森林を巡って



自然の中でどの様な生活を送っていたかを教えてもらいました。草木を使って

魚を捕まえるための縄を一緒に作ったり、周りに自分の居場所を知らせるため

の笛を作りました。彼らは文書で文化を残しておらず、すべて口頭で今現在も

アボリジニの文化が引き継がれていると話していました。こうして文化が引き

継がれ、今もなお昔の文化を伝える人がいることはとても重要であり、歴史

を感じさせることだと思いました。 

5.ホームステイでの生活 

滞在中はホームステイをしながら学校に通っていました。私はホストマザーと

ホストブラザーと 3 人で暮らしました。ホストマザーはフルタイムで働いてい

たため、初めは話す時間があまり取れず短い期間で仲を深めることが出来るか

不安でした。ですが、毎日夕食の時はホストマザーとホストブラザーの 3 人で

色々なことを話し、家族の一員のように考えていてくれたことがとても嬉

しかったです。夕食の後はホストブラザーと映画を見たり、ホストマザーとは

夜中までテラスで話したりしました。最後はお別れするのが悲しくなるほど親

しくなれてとても嬉しかったです。 

最後の日にはホストファミリー、研修に参加した友人とともに、近くのビ

ーチに行きました。その後、家の近くの川でカヤックとスタンドアップパドル



ボートをしました。日本ではオーストラリアの様に綺麗な海は少ないのでとて

もいい経験になりました。 

6.最後に 

私は中学 3 年生から高校 1 年生までの 1 年間、ニュージーランドでの留学の経

験がありましたが、それから 5 年が経ち、英語の能力が下がっていると実感し

ていました。そのため、今回のオーストラリアでの留学には、短い期間ですが

英語の能力を少しでも向上させようという気持ちで挑みました。学校ではわか

らないこと、気になったことはメモにとり、先生に質問したり、積極的に手を

挙げて授業に参加しました。ホームステイ先ではその日の出来事をホストファ

ミリーに伝えたり、オーストラリアの生活について質問をして、英語で話す機

会を少しでも増やそうと頑張りました。自分から積極的に話しかけることでた

くさんの人と交流できたことがとても嬉しかったです。また、Pharmacy Class

の先生と話して、オーストラリアの薬学に興味を持ち、オーストラリアで薬剤

師として働いてみたいと思いました。今回のオーストラリア留学で日本との薬

学の違いやオーストラリアの文化を学び、また人の温かさやコミュニケーショ

ンの大切さも学ぶことができました。 
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